
⼤規模構造の可視化：主流⽅向速度コンタ, Re=1000
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外層スケールの構造は⾒えるが、スペクトル

分布ではピークは出現しない
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⼤規模構造の可視化：主流⽅向速度コンタ, Re=4000
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⼤規模構造の可視化：主流⽅向速度スペクトル, Re=8000
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可視化ではどのような状況？可視化ではどのような状況？


